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講演会
日時：2013年10月19日（土）
場所：町田キャンパス30号館101教室
講師：サフィア・ミニー（ピープル・ツリー、グローバル・ヴィレッジ代表）
コーディネーター：中山雅之（21世紀アジア学部）
今日はどうぞよろしくお願いいたします。
まず、ピープル・ツリーというフェアトレードブランドを日本に作った経緯、そしてなぜフェア
トレードが環境問題や貧困問題、人権問題の解決になるのかということを説明したいと思います。
みなさんはお店で何かを買った時、その値札についている価格で生産コストや環境コストがカ
バーできていると考えいらっしゃると思います。けれども今の経済システムでは全く違います。実
は労働者には最低賃金も払われず、一応の環境基準が決まっていてもほとんど無視されていること
が多いのです。
私はこの20年間、インドやバングラデシュ、ネパール、アフリカ、南米などに行ってきました。
フェアトレードに携わっていると、通常の貿易とは何であろうかということを考えざるをえません。
望ましい貿易とは何なのか。経済のシステムをどう改善すれば、人権や環境を持続可能な状態にもっ
ていけるのか。そのことをずっと考えてきました。
例えばデリーの貧しいスラムエリアでは10万人以上の子ども達がアクセサリーや雑貨を作ってい
ると言われています。私は父がインド人でその風貌を受け継いだので、そういう中にあまり警戒さ
れずに入り、簡単な質問をすることができます。そうして実際誰が作っているのかを見てきました。
主に働いていたのは、8歳から16歳くらいの子ども達です。手が小さくて、労働コストが安い。大人
の3分の1くらいでしょうか。学校に行けていないため、文字も書けないし読めない。彼らが大きく
なれば、田舎からまた６歳から８歳の子ども達を連れてくるのです。
子どもたちは１日16時間くらい働かされ、休み時間は食事やテレビなどを見て過ごしています。
それで私たちは児童労働をしている子ども達のための夜の学校を作りました。週５日、1日２時間く
らいの授業を受けられる学校です。これはオーナーが賛同してくれた場合のみ可能なのですが、今
は500人くらいが参加してくれています。
なぜこれほどの児童労働がはびこっているのか。それには価格破壊があります。透明性のない価
格設定や商品販売。私たちはある商品が店頭に並んでいるとき、どのようなシステムでその値段が
つけられているのか全く知らないのです。
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2013年４月にバングラデシュのダッカで事故が起こりました。以前からその工場はしっかりした
作りではなく、そこで働いていた人たちは建物が崩れ落ちそうで怖いと訴えていたのです。けれど
も、それでも労働を強要され、その結果、工場が倒壊し、1000人以上が亡くなってしまった。私た
ちはイギリスや日本、アメリカ、ドイツ、カナダなどでキャンペーンをし、100万人の署名を集めま
した。そのこともあって、たくさんのブランドが工場の新しい安全基準に参加してくれることにな
りました。
フェアトレードと通常の貿易の違いについてをお話ししましょう。フェアトレードでは、経済的
に立場の弱い人たちと組み、賃金とインフラを一緒に作って、お客様に喜んでもらえる商品の開発
やデザインをしています。地域開発に繋がるような商品、手織りや手刺繍といった伝統的な技術を
活かし、収入を約3倍に増やすことができたケースもあります。私は、工場の機械で生産性を高める
ことより、多くの人口を賄えるような収入源を作ることを優先すべきだと考えています。通常の貿
易では、機械にお金をかけ、その分人手や労働コストを少なくする。そして需要に応じて商品を作
れるよう、生産時間を短くする。そうすればメーカーとしてはリスクが少なくなりますからね。で
もピープル・ツリーは手作りでオーガニックや自然素材を使って製品を作っています。生産には９ヶ
月ほど掛かりますが、4000人以上の家族が食べていけています。
フェアトレードと通常の貿易のもうひとつ大きな違いは、価格設定ですね。ピープル・ツリーの
事務所に他の企業に勤めていたバイヤーさんが来て話をすると驚いていかれます。通常貿易のシス
テムの中で価格破壊を義務づけられているインドや中国やバングラデシュの工場と付き合っている
と、子どもを劣悪な環境で安く長く働かせて搾取し、経済力のない地域の人間は無視するのが普通
ですから。けれども私は環境活動家として、最初から人権と環境が中心となるようなビジネスモデ
ルを作ろうと思っていました。私たちが取り扱う商品にはそれぞれ特徴があります。たとえば手織
り。インドやバングラデシュでは、手織りが貴重な収入源なんです。それで生活している人が何十万
人もいる。ネパールでは、お母さんたち約2000人が手編みや手刺繍をすることによって、子どもの
学費を稼いだりしています。それから、インドからケニアまで様々な農業組合と組んで、オーガニッ
クの認定が取れる仕組みを15年前から作ってきました。紅茶やチョコレート、とくにチョコレート
はピープル・ツリーの代表的な商品です。
私の歴史を簡単にお話しします。17歳のときにロンドンの出版社で仕事を始めました。そこでPR
とマーケティングと編集に携わり、22歳のときにアジアに旅に出ました。発展途上国の状況を見て、
元気があるのはいいけれど危ないなぁ、と思った。日本やアメリカとかの企業が入ってきて、土地
を取るなど乱暴なことをしていたのです。それで、ロンドンに戻ってソーシャルマーケティングの
活動を始めました。日本へは25歳のときに来て、来日の翌年に現在のピープル・ツリーの母体NGO
である「グローバル・ヴィレッジ」を興しました。最初は自分で何でもやっていたのですが、現在
は東京に約50人、ロンドンには25人のスタッフがいます。ショップを最初に出したのは自由が丘で、
ここは今も人気です。その後、フェアトレードの運動として、2005年の香港のG8サミットでファッ
ションショーやプレス発表会を行ったりして、ファッションを通して経済モデルに変革を起こすこ
とができる可能性を提言してきました。
いつがこのフェアトレードファッションの転機だったかといいますと、2007年に『VOGUE 
NIPPON』が、フェアトレードファッションとデザイナーさんたちとでコラボレートしませんか、と
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いってくださったことです。ニューヨークのタクーンとかイギリスのリチャード・ニコル、その後
もオーラ・カイリーさんとかピーター イェンセンさんなどと一緒に、オーガニックや手織りを駆使
して、とても素敵なコレクションを100％フェアトレードで作ってきました。そして、有名な俳優さ
んやモデルさんが着てくださったことで、日本のファッションに感度の高い層がフェアトレードの
可能性を感じてくださったのです。またイギリスをはじめとするヨーロッパでも注目してもらうこ
とができました。2011年には女優のエマ・ワトソンさんともコラボレーションしています。
先ほども話をしたように、私たちが毎日消費する洋服やコーヒーは生産コストがほとんど反映さ
れていません。自分の好きなブランドの服をどこのだれが作っているのか、そこには正当な対価が
払われているのか、児童労働によって作られていないか、環境に対する配慮がなされているのか、
消費者はその背景を知らないといけないと思っています。私たちは、生産者が技術を生かして収入
を得られる商品開発、透明性がある国際的な貿易のシステムを目指しています。
例えば草木染めは、そういうテクニックを持っている職人さんがいる場所に行って、ワークショッ
プを開き、生産管理や品質管理などを知ってもらいます。また、生産者さんたちにフェアトレード
のことをよりよく理解してもらうために、現地の言葉でサポートをします。経済的に立場の弱い人
たちは、発展途上国の人口の７割～ 8割を占めているのです。小さな問題ではありません。大多数
が面している問題だといって過言ではない。そのことを念頭に、私たちは日々努力しています。
